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研究成果の概要（和文）：　先天盲ろう児とのコミュニケーションに関して、共創コミュニケーションの観点から取り
組まれた実践をデータベースとして整理した。データベースの対象となった先天盲ろうの子どもは１３名であった。デ
ータベースの枠組みは、「先天盲ろうの子どもとのコンタクトと社会的インタラクションの成立」および「先天盲ろう
の子どもとの意味の共有とナラティブの生成」の観点から構成した。収集した多くの実践から６４のエピソードを抽出
し、すべてのエピソードについて実践場面のビデオクリップと個々のエピソードを説明する文章を作成し、データベー
スとして整理した。

研究成果の概要（英文）：The data base of co-creative communication with children who are congenital 
deafblind was constructed. The number of subjects was thirteen children who are congenital deafblind. The 
data base is based on two categories "Contact and Social Interaction" and " Shared Meaning and 
Narratives". The data base has sixty four episodes with video clips and episodes descriptions.

研究分野：重複障害教育
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１．研究開始当初の背景 
（１）盲ろう二重障害はきわめて数の少ない
障害であるが,視覚と聴覚という外界からの
情報摂取の主要な器官が重複して障害され
ているため,コミュニケーションと移動に大
きな困難を伴っており,行動上も発達上も重
篤な障害状況を呈する場合が少なくない独
自の障害である. 
 
（２）特に先天盲ろう児は,自然言語の発達が
極めて困難なだけに,早期からのコミュニケ
ーション支援が重要な課題となっている.そ
の第一歩は,触覚をベースにした身体的なや
りとりを形成することで,初期的なコミュニ
ケーションを開発することである.この観点
から取り組まれた「共創コミュニケーショ
ン」パラダイムによるアプローチは欧州にお
いて大きな成果を挙げてきた. 
 
（３）しかしながら,重度化した先天盲ろう児
はほとんどその対象とはなっておらず,障害
の程度が重度である先天盲ろう児を対象に
して,そのコミュニケーションを共創コミュ
ニケーションの観点から開発する研究が必
要となっている.換言すれば,対象とする先天
盲ろう児の障害の程度に関して,欧州におけ
る共創コミュニケーションアプローチによ
る研究成果と補完し合う関係となることが
期待される. 
 
２．研究の目的 
（１）重度の障害のある先天盲ろう児とその
教師や専門家とでなされる実際のコミュニ
ケーションに関して,先天盲ろう児とコミュ
ニケーション･パートナーとが共同活動を創
成する（共創コミュいけーション）という観
点から,ビデオ映像に記録された実践資料を
分析し,デジタルデータベースを構築する. 
 
（２）次いで,作成されたデータベースに関す
るエピソード記述及び共創コミュニケーシ
ョンの観点からの解説をセットにしたブッ
クレットを作成し,先天盲ろう児の教育,福祉
の実践家,専門家に公開することにより,わが
国の盲ろう教育,福祉の向上に資することを
目的とする. 
 
３．研究の方法 
（１）研究代表者及び分担者の実践事例（自
験事例）から,先天盲ろう児とのコミュニケー
ションに関するビデオ映像記録を収集し,そ
の内容に関して詳細に検討する.その上で,デ
ータベースの基礎資料となるビデオクリッ
プとそのエピソード記述を作成し,研究代表
者及び分担者とで共有する. 
 
（２）作成されたビデオクリップが共創コミ
ュニケーションによるアプローチとして適
切であるか,その妥当性に関して,個々のビデ
オクリップ毎に検討する.特に,本研究におい

て新たな対象となった「重度の障害のある先
天盲ろう児」とのコミュニケーションに関し
て,共創コミュニケーションの観点から検討
する際の妥当性に関して,欧州の専門家との
協議を行う. 
 
（３）（２）の成果を踏まえ,欧州における共
創コミュニケーションアプローチの枠組み
を検討しつつ,本研究における共創コミュニ
ケーションデータベースの枠組みを新たに
作成する. 
 
（４）（２）（３）の成果を踏まえ,基礎資料
として収集したビデオクリップ及びそのエ
ピソード記述に関して,個々にその妥当性と
信頼性を再度検討し,データベースに当ては
めるビデオクリップ及びそのエピソード記
述を精選する. 
 
（５）（４）に基づきビデオクリップ及びエ
ピソード記述からデータベースを構築する． 
 
（６）データベースに関して,共創コミュニ
ケーションの概念,データベースの概要、デ
ータベース本体,欧米における共創コミュニ
ケーション研究の動向に関して解説を加え
てブックレットを作成する. 
 
４．研究成果 
（１）データベースの対象となった先天盲ろ
う児 
 表 1 に示した 13 名がデータベースに示し
たエピソードの対象となった.その視覚障害
と聴覚障害の状態は下記の通りである.すな
わち, 
・盲でろうである者：4名 
・盲で難聴である者：4名 
・弱視でろうである者：3名 
・弱視で難聴である者：2名 
 また,12 名が視覚障害と聴覚障害に加えて
他の障害を併せ有していた. 
 

表１.対象児 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
V1（12 歳 3 月,以下 12y3m と記載）主障害：
先天性風疹症候群,弱視･高度難聴・知的障害 
V2(4y10m)主障害：チャージ連合,弱視・ろ
う・知的障害・肢体不自由 
V3(13y5m)主障害：不明,盲･ろう・知的障害 
V4（3y9m）主障害：脳奇形,盲･難聴・知的障
害・肢体不自由 
V5(3y9m)主障害：低出生体重児,盲･難聴・知
的障害・肢体不自由 
V6（4y5m）主障害：低出生体重児,盲･難聴 
V7（17y0m）主障害：不明,盲・ろう・知的障
害・肢体不自由 
V8(6y5m)主障害：低出生体重児,弱視,難聴,
知的障害 
V9(17y11m)主障害：先天性多発奇形症候群,
盲,難聴,知的障害,肢体不自由 



V10(16y6m)主障害：先天性多発奇形症候群,
盲・ろう･知的障害 
V11(11y8m)主障害：不明,盲・ろう･知的障害 
V12(14y3m)主障害：先天性風疹症候群,弱
視・ろう・知的障害 
V13(38y9m)主障害：不明,弱視･ろう･知的障
害 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
（２）データベースの構成 
 データベースを構成する概念は①「先天盲
ろうの子どもとのコンタクトと社会的イン
タラクションの成立」と②「先天盲ろうの子
どもとの意味の共有とナラティブの生成」に
大別され,それぞれ以下に示す下位概念によ
って構成された. 
 
①先天盲ろうの子どもとのコンタクトと社
会的インタラクションの成立 
①−１二者間のインタラクションの階層性 
階層１：相互的注意と接近（６エピソード） 
階層２：調律及び相互調整（２エピソード） 
階層３：相互的インタラクション（３エピソ
ード） 
階層４：発信・受信の交代（２エピソード） 
①−２三項間のインタラクションの階層性 
階層１：共同注意と接近（１１エピソード） 
階層２：共同活動（６エピソード） 
階層３：調律及び相互調整（２エピソード） 
階層４：相互的インタラクション（１エピソ
ード） 
階層５：発信・受信の交代（１エピソード） 
①−３インタラクションに作用する要因 
要因１：リズムとテンポ（２エピソード） 
要因２：新奇性及び情報処理（１エピソード） 
要因３：探索と意味の共有（２エピソード） 
要因４：心的イメージとそのカテゴリー化
（２エピソード） 
要因５：身体的イメージ痕跡の生成（３エピ
ソード） 
要因６：情動的没入と情動的調整（２エピソ
ード） 
 
②先天盲ろうの子どもとの意味の共有とナ
ラティブの生成 
②−１意味の共有とナラティブの階層性 
階層１：共有経験に基づく身振り表現の出現
（４エピソード） 
階層２：意味の共有（５エピソード） 
階層３：共有経験に基づくナラティブ（４エ
ピソード） 
階層４：ナラティブから対話へ（５ピソード） 
階層５：ネゴシエーション（意味の共同探索）
（３エピソード） 
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